
～ 2025年　3月　18日

（対象者数） 38 （回答者数） 26

～ 2025年　3月　18日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

専門職の人数を増やしていきたい

2

保護者様に対して、SSTの知識を年中時から伝えていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

移転を検討している

2

研修等に参加し、知識を身につけていく（OT,PT,のいる

ところで）

言語聴覚士が常駐している 個別療育は保護者様に同席してもらい、実際の様子を見

てもらうことで、成長を一緒に確認できる

ソーシャルスキルトレーニングのグループを実施してい

る

年長児を対象に、就学に向けたスキルの向上を図ってい

る

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

部屋数が少ない 施設の設置基準は満たしている

言語聴覚士のみの為、運動面の評価が弱い 小児領域を行うリハビリテーションスタッフが少なく、

入職がしにくい

部屋がなく運動療育が難しい

2025年　3月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　3月　21日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 いろは児童発達支援事業所

○保護者評価実施期間
2025年　3月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


